
 

 
 

 

荒川区立原中学校副校長 千葉  貴 

 

日頃より本校の教育活動にご支援をいただきありがとうございます。 

さて、本区の【読書を愛するまち・あらかわ】宣言にあるように本校でも読書を推奨しています。

私自身、読書が好きな方で活字から得る様々なものが自分の刺激になっています。年間冊数にする 

とだいたい 20冊くらい読んでいると思います。（「読んでいます」と断言できないのは、読書記録をつけてい

ないからです。）私の尊敬する先輩（国語科教諭）は、年間 200冊の本を読んでいましたので、年間 20

冊読んでいると、朝礼で生徒に発表したことを多少恥ずかしく思います。 

振り返ると私の読書デビューは遅く、読書が「面白い」と感じたのは大学 1年生の時でした。入学

後、知り合った友人が本を読んでいるのを見て「そんなに面白いなら何か一冊貸してほしい」とお願

いして借りたのが、『永遠のジャック＆ベティ』（著：清水義範・講談社文庫）でした。この本の知的で、

かつ、くだらない短編集を読んだことで、読書に対する高尚なイメージが崩れ、ジャンルを問わずに

乱読するようになりました。今も色々な本を読みますが、作家でいえば浅田次郎や司馬遼太郎が好き

で、生き方の視点として大きな影響を受けています。特に、『燃えよ剣』（著：司馬遼太郎・新潮文庫）で

描かれる土方歳三が大好きで、自らもかくあるべしと思いつつ日々を送っています。（現実の自分とは、

程遠いのですが…） 

現在、読み進めている本は『言語学バーリ・トゥード 

Round１ ＡＩは「絶対に押すなよ」を理解できるか』

（著：川添愛・東京大学出版会）です。言語学を研究されて

いる方の著書で、言語学の見地から身の回りの出来事を

ギャグ満載で分かりやすく解説してくれる超絶に面白い

本です。この本で、日常会話で使う言葉の「意味」と、

伝える人の「意図」とのギャップに着目しています。 

日々使う言葉の「意味」と「意図」のズレをとらえ、

そのくだりで、ダチョウ倶楽部上島竜兵氏の「絶対に押

すなよ！」を例に挙げています。「押すなよ」の「意味」は当然自分を押すなという意味ですが、上島

竜兵氏が熱湯風呂のふちでこれを言うとそれは「押せ」になります。 

さらに、「白いギターの箱」という表現の仕方にも触れています。この表現には、ギターと箱のどち

らが白いのか特定できない曖昧さがあります。私たちは、このような曖昧さを残した語句や文を使い 

「曖昧じゃないつもり」でしゃべっています。このようなときは、言葉の受け取り側が、文脈や常識

などから推測し、言葉の曖昧さを解消し、相手の言葉の「意図」を理解しています。これを読んで、

「他人に意図を伝えることがなぜ難しいのか」を具体的に理解することができ、少し得をした気分に

なりました。 

本は世界中にたくさんあり、一冊の本との出会いで新たな自分と出会うことができると思います。

本校の図書館には 1万 3千冊の本があり、これらの本には新たな知見との出会いが隠されています。

この宝の山を活用し、少しの得を重ねて、生徒が豊かな時間を送ってほしいと考えています。 
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１ 

日  1６ 月 朝礼安全指導 都学力向上を図るための調査（３年）B5 

２ 月 朝礼 離任式 １7 火 ソーラン実行委員会 

３ 火 憲法記念日 18 水 避難訓練  クラス旗製作始 

４ 水 みどりの日 19 木 各種委員会                                B6 

５ 木 こどもの日 20 金 中央委員会 選手決め 

６ 金 修学旅行保護者会 21 土  

７ 土 授業公開（給食なし）                       B3 22 日  

８ 日  23 月 生徒朝礼 選手決め 

９ 月 中間考査①（給食なし） 24 火  

10 火 中間考査②（給食あり） 25 水 修学旅行始（３年） 

11 水  26 木  

12 木 区オーケストラ鑑賞教室（２年）ソーラン実行委員会 27 金 修学旅行終（３年） 

13 金 生徒総会 28 土  

14 土  29 日  

15 日  30 月 朝礼 運動会練習始都学力向上を図るための調査（2年） 

   31 火  

 

生徒会が主催した「新入生歓迎会」から、１ケ月が経ちました。 

当初は、中学生になった喜びにあふれていました。部活にも 

積極的に参加し、大切な授業時間に眠くなることもあったよ

うです。連休が明け、中間考査も終わりました。これからが、

中学生としての本当の出発です。練習が始まる運動会に向け、

さらに原中のよさを感じることでしょう。これまで頑張りを

糧にさらに成長していくことを期待しています。 

５月２５日から、３年生は修学旅行に出発します。 

図書館では、京都・奈良の特集が組まれています。 

京都を舞台とする小説も紹介されています。手にと

って読むことで、興味関心や活動意欲を倍加させる

ことができ、見る世界が広がることでしょう。 

 ５月行事予定 

◎ホームページに、学校だよりを掲載しています。ぜひご覧ください。 

原中生として輝け！  学年目標に込められた成長への思い 

 

      

原中生の素晴らしさ ⑲ 行ってらっしゃい！ 

第３学年 

第１学年 

第２学年 
『学年の目標』が、各学年のフロアーに掲示されています。 

１年生は、「明るくあいさつをし、仲よく協力できる学年」   

２年生は、「互いに支え合い前へ進め！ 成長 努力 一致団結」  

３年生は、「向上心！道徳心！自立心！一生懸命がかっこいい！！」 

こうした生徒像を生徒自身が、それぞれの目標に置き換え、様々な活動場面

で、個性の伸長と、これを支える学年の力につなげてほしいと思います。 

原中の教育の原点は、こうした学年の活力に支えられています。この一年個々

の生徒を温かく見守り、励まし、育てていきたいと考えています。 

中学生になった喜び  頑張っています「１年生」 

 

      

運動会スローガン発表 


